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「
突
抜
」
考

1
歴
史
地
理
学
的
史
料
批
判
f

足

サ禾

健

亮

一、

ｬ
論
の
ね
ら
い

　
京
都
や
奈
良
に
、
い
く
つ
か
「
突
抜
（
つ
き
ぬ
け
）
」
と
い
う
名
の
「
通
り
」
あ
る
い
は
「
町
」
が
あ
る
。
「
通
り
」
あ
る
い
は
「
町
」
と
い
っ

た
が
、
　
「
突
抜
町
」
と
い
う
の
は
、
　
「
突
抜
」
と
い
う
名
の
道
に
両
側
か
ら
家
々
が
対
面
し
て
「
町
」
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
　
「
突
抜
」
は

元
来
「
通
り
」
の
名
称
で
あ
る
。

　
近
世
の
『
京
町
鑑
』
や
大
正
期
の
『
京
都
坊
目
誌
』
、
近
世
の
絵
図
な
ど
に
よ
る
と
、
京
都
で
は
二
六
例
の
突
抜
が
数
え
ら
れ
る
し
、
『
平
城
坊

占
考
』
や
奈
良
市
の
地
籍
図
に
よ
る
と
、
奈
良
で
は
四
例
の
突
抜
が
数
え
ら
れ
る
。
見
落
し
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
事
例
数
は
ま
だ
若
干

増
す
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
し

　
こ
の
ほ
か
『
近
江
輿
地
営
営
』
の
〔
大
津
町
小
名
〕
の
項
に
、
町
名
や
辻
子
名
一
覧
に
ま
じ
っ
て
「
突
抜
」
と
い
う
小
名
が
一
例
記
さ
れ
て
お

り
、
亀
山
す
な
わ
ち
京
都
府
亀
岡
市
の
城
下
町
図
中
に
も
一
例
の
「
突
抜
」
が
見
え
る
。
ま
た
、
福
井
県
小
浜
の
城
下
町
に
も
一
例
「
突
抜
丁
」

が
認
め
ら
れ
る
し
、
岐
阜
に
も
「
今
町
突
抜
北
之
端
」
と
い
う
街
路
部
分
が
あ
っ
た
（
『
日
本
の
市
街
誌
面
』
に
所
収
の
町
三
図
に
よ
る
）
。
こ
れ

ら
各
都
市
の
例
は
、
い
ず
れ
も
偶
然
の
機
会
に
目
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
ほ
か
の
都
市
に
も
、
さ
が
せ
ば
結
構
見
出
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
と
予
想
で
き
る
。
要
す
る
に
、
京
都
・
奈
良
に
限
ら
ず
、
案
外
広
い
範
囲
に
突
抜
の
称
が
流
布
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
突
抜
と
い
う
街
路
の
名
称
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
意
味
内
容
を
持
っ
た
称
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
京
都
や
奈
良
に
限
ら
ず
、
わ
が
国
の
い

一
七



一
八

わ
ゆ
る
歴
史
的
都
市
に
は
、
大
路
・
小
路
・
町
通
り
・
筋
・
掛
子
（
図
子
）
・
新
道
・
坂
な
ど
の
種
類
の
「
通
り
」
の
名
称
が
あ
る
が
、
突
抜
も

そ
れ
ら
に
並
ぶ
一
種
類
の
道
で
あ
る
こ
と
が
、
右
に
述
べ
た
数
と
分
布
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
云
え
る
。
し
か
し
、
大
路
・
小
路
・
町
通
り
・
筋
・
滝

子
・
新
道
・
坂
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
判
明
し
て
い
る
ほ
ど
に
は
、
突
抜
の
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
ら

　
い
ま
、
こ
の
語
を
、
道
路
と
い
う
限
定
な
し
に
、
こ
う
い
う
字
面
を
持
っ
た
一
つ
の
単
語
と
し
て
国
語
学
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
と
は
す
こ
ぶ
る
容
易
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
『
広
辞
苑
』
の
「
〔
突
抜
〕
①
つ
き
と
お
る
こ
と
。
②
ま
っ
す
ぐ
に
通
り
抜
け
ら
れ
る
こ
と
。
」
と
す

る
解
釈
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
種
の
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
『
広
辞
苑
』
は
、
多
分
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
刊
行
の
『
奈
良
坊
目
拙
解
』
に
依

拠
し
て
〔
突
抜
裏
〕
と
い
う
単
語
も
と
り
あ
げ
、
　
「
表
通
り
へ
通
り
ぬ
け
ら
れ
る
裏
通
り
」
と
い
う
解
釈
を
施
し
て
、
道
路
と
し
て
の
突
抜
に
も

配
意
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
つ
ま
り
道
路
と
し
て
の
突
抜
に
対
す
る
解
釈
と
い
う
側
面
で
見
る
な
ら
ば
、
実
は
都
市
内
の
道
路
は
、

表
通
り
裏
通
り
を
問
わ
ず
大
半
の
も
の
が
「
ま
っ
す
ぐ
に
通
り
抜
け
ら
れ
る
」
道
で
あ
り
、
　
「
表
通
り
へ
抜
け
ら
れ
る
」
道
で
あ
る
か
ら
、
右
の

解
釈
な
い
し
説
明
は
意
味
を
な
さ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
も
う
少
し
限
定
さ
れ
た
意
味
内
容
を
説
い
て
い
る

も
の
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
探
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
管
見
に
入
ら
な
い
。
　
『
京
都
坊
目
誌
』
上
京
第
一
学
区
の
「
社
突
抜
町
」
の
説
明
文
中

に
、
　
「
突
抜
と
は
行
当
り
を
意
味
す
る
也
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
国
語
学
的
に
も
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
近
年
あ
ら
た
に
次
の
よ
う
な
解
釈
を
下
す
人
も
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
右
に
触
れ
た
『
奈
良
坊
目
拙
解
』
に
述
べ

ら
れ
た
「
川
之
上
突
抜
町
」
の
解
説
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　

ト
　
ニ
　
　

ニ
ニ
ヲ

　
　
「
当
名
言
二
川
ノ
上
町
↓
往
年
当
町
以
南
玉
眼
在
家
↓
慶
長
年
間
新
開
二
街
路
↓
傍
号
二
突
抜
町
一
焉
、
新
開
レ
路
通
二
干
他
町
↓
俗
日
二
之
突
抜
↓

　
　
在
二
奈
良
町
所
々
↓
准
二
其
余
突
抜
干
之
ご

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
突
抜
・
突
抜
町
の
意
味
が
わ
か
る
と
い
い
、
そ
の
わ
か
っ
た
意
味
内
容
が
、

　
　
「
突
抜
は
辻
子
と
類
似
し
た
語
義
・
形
態
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
混
同
・
混
用
例
は
数
多
く
あ

　
　
る
。
特
に
示
唆
に
富
む
例
を
挙
げ
る
と
、
前
掲
の
『
奈
良
霊
像
誤
解
』
は
芝
突
抜
町
の
旧
名
が
弥
勒
息
子
で
あ
っ
た
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ

　
　
は
辻
子
1
1
突
抜
で
あ
る
と
同
時
に
、
量
子
か
ら
突
抜
へ
の
用
語
変
遷
の
傾
向
の
存
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
も
い
る
。
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
豊
臣
秀
吉
の
京
都
改
造
事
業
、
特
に
方
一
町
の
正
方
形
街
区
の
中
央
に
南
北
街
路
を
通
し
た
新
地
割
の
実

施
に
触
れ
、



　
　
「
新
た
に
開
通
さ
れ
た
南
北
の
通
り
、
お
よ
び
そ
こ
に
成
立
し
た
町
は
、
一
般
に
「
突
抜
」
、
「
突
抜
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
秀

　
　
吉
に
よ
る
市
中
町
割
の
改
造
は
、
　
「
突
抜
」
を
開
通
し
、
そ
こ
に
整
然
と
「
突
抜
町
」
を
開
発
す
る
こ
と
を
構
想
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
い

　
　
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

　
　
　
①

と
述
べ
る
。

　
は
た
し
て
そ
う
か
、
と
問
い
、
改
め
て
、
突
抜
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
諸
史
料
に
基
づ
い
て
根
本
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
小

論
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

二
、
京
都
の
突
抜

　
突
抜
の
事
例
が
最
も
多
い
の
は
京
都
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
著
さ
れ
た
『
京
町
鑑
』
か
ら
関
係
史
料
を
抜
き
出
す

作
業
か
ら
始
め
よ
う
。

　
①
「
○
寺
町
よ
り
西
へ
中
筋
通
ま
で

　
　
　
＠
元
真
如
堂
突
抜
町
」
　
（
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
同
じ
）

　
②
「
○
元
真
如
堂
突
抜
下
ル
町

　
　
　
　
　
　
ど
の

　
　
　
▲
常
盤
井
殿
突
抜
町
」

　
③
「
○
堺
町
通
○
○
鮒
腓
鶏
樋
捻
紬
鷺

　
　
　
△
亀
屋
突
抜
と
い
ふ
は
此
通
四
条
辺
に
亀
屋
某
と
て
古
き
町
人
あ
り
依
て
号
す
今
は
な
し

　
　
　
●
凡
此
通
北
は
内
裏
南
の
総
門
也
南
は
綾
小
路
に
て
行
当
又
高
辻
よ
り
五
条
橋
通
ま
で
又
五
条
の
一
筋
南
楊
梅
よ
り
七
条
迄
」

　
④
「
○
車
屋
町
通
○
○
邸
翻
齪
矯
抜
通

　
　
　
●
凡
此
通
北
は
丸
太
町
よ
り
南
は
姉
小
路
に
て
行
あ
た
り
又
松
原
よ
り
下
へ
七
条
迄

　
　
　
△
但
松
原
よ
り
下
は
不
明
門
通
と
い
ふ
又
因
幡
堂
突
抜
通
と
も
云
」

　
⑤
車
屋
町
通
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



二
〇

「
〇
二
条
下
ル

　
　
▲
仁
王
門
突
抜
町
L

⑥
烏
丸
通
の
う
ち

　
「
▲
御
所
八
幡
町
　
上
半
町
下
半
町
二
町
に
分
る

　
　
○
其
南
の
辻
西
入
町

　
　
㊥
聖
護
院
辻
子

　
　
○
同
辻
東
入
町

　
　
＠
相
国
寺
突
抜
　
西
町
東
町
二
町
也

　
　
○
鹿
苑
院
突
抜
と
も
云
…
…
」

⑦
烏
丸
通
の

　
「
○
下
長
者
町
下
ル

　
　
　
ま
る

　
　
▲
圓
一
町

　
　
○
此
圓
一
町
西
へ
行
一
町
有

　
　
＠
近
衛
突
抜
町
　
俗
に
ず
ん
切
町
と
も
云
」

　
こ
れ
を
室
町
通
の
方
か
ら
見
る
と

　
「
▲
近
衛
町
　
此
町
東
側
に
烏
丸
へ
出
る
所
を
近
衛
突
抜
と
云
」

⑧
衣
棚
通
の

　
「
○
姉
小
路
下
ル

　
　
▲
衣
棚
突
抜
町

　
　
此
町
南
の
辻
三
条
に
て
行
当
」

⑨
新
町
通
の

　
「
○
上
立
売
一
丁
半
上
ル
町
東
へ
入
又
一
丁
目
程
上
ル
町

　
　
▲
木
之
下
突
抜
」



　
こ
れ
を
東
西
方
向
の
道
、
い
わ
ゆ
る
横
町
の
上
御
霊
前
通
か
ら
見
る
と
、

　
「
○
室
町
西
入

　
　
▲
玄
蕃
町
…
…
此
町
西
の
辻
を
南
へ
竪
町
二
町
有

　
　
○
御
霊
下
ル

　
　
⑧
上
木
の
下
町

　
　
○
其
南
町

　
　
㊧
中
木
の
下
町

　
　
○
同
町
南
方

　
　
㊧
下
木
の
下
町

　
　
又
此
町
一
名
を
○
木
下
突
抜
と
云
お
よ
そ
南
に
て
衣
棚
に
当
る
」

⑩
釜
座
通
の

　
「
○
姉
小
路
下
ル

　
　
▲
釜
座
突
抜
町
…
…
此
町
の
南
の
辻
三
条
通
に
て
行
当
也
」

⑪
「
○
小
川
通
○
○
転
帳
搬
抜
通

　
　
●
此
通
北
は
上
御
霊
筋
妙
覚
寺
前
よ
り
南
錦
小
路
に
て
行
当
又
高
辻
よ
り
南
は
天
使
突
抜
通
と
い
ふ
又
魚
棚
下
ル
町
よ
り
東
中
筋
と
云
」

　
「
○
天
使
突
抜
通

　
　
○
高
辻
下
ル
　
　
　
　
○
松
原
下
ル

　
　
▲
船
屋
町
　
　
　
　
　
▲
天
使
突
抜
一
丁
目

　
　
○
万
寿
寺
下
ル
　
　
　
〇
五
条
下
ル

　
　
▲
二
丁
目
　
　
　
　
　
▲
三
丁
目

　
　
○
せ
ウ
た
や
町
下
ル

　
　
▲
四
丁
目
」

⑫
「
○
醒
井
通
　
○
和
泉
殿
突
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ゴ



二
二

　
　
▲
此
通
五
条
下
ル
ニ
丁
目
西
側
人
家
の
間
に
名
水
あ
る
ゆ
へ
に
号
す
又
錦
小
路
よ
り
魚
棚
下
ル
所
迄
和
泉
殿
突
抜
通
と
い
ふ
は
北
の
行
あ
た
り
藤
堂
和
泉
守

　
　
殿
御
や
し
き
有
ゆ
へ
也
」

⑬
猪
熊
通
の

　
「
○
妙
蓮
寺
東
際

　
　
▲
妙
蓮
寺
突
抜
町
」

　
こ
れ
を
大
宮
通
の
側
か
ら
い
う
と
、

　
「
▲
若
宮
竪
町
　
此
町
南
の
方
に
東
へ
入
所
を

　
　
＠
東
若
宮
町
　
…
…

　
　
此
町
の
東
の
行
当

　
　
▲
瑞
光
院
前
町
　
…
…

　
　
○
此
南
の
町
　
　
　
○
此
南
町

　
　
▲
天
神
北
町
　
　
　
▲
上
天
神
町

　
　
○
其
南
町
　
　
　
　
○
其
南
町

　
　
▲
中
天
神
町
　
　
　
▲
下
天
神
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗
に
寺
之
内
竪
町
と
も
云

　
　
△
右
五
町
を
惣
て
俗
に
天
神
辻
子
と
い
ふ

　
　
○
右
下
天
神
町
を
南
へ
出
る
町
を

　
　
▲
妙
蓮
寺
突
抜
町
　
又
一
名
○
宗
仲
辻
子
と
も
云
」

⑭
大
宮
通
の

　
「
○
す
じ
か
ひ
ば
し
西
入
所
を

　
　
◎
清
次
郎
辻
子
　
此
町
西
の
行
当
の
竪
町
を

　
　
▲
西
若
宮
町
　
…
…



　
　
又
西
若
宮
町
の
南
町

　
　
▲
竪
社
町
　
北
半
町
南
半
町
二
丁
に
わ
か
る
…
…
此
北
半
町
西
入
所
を

　
　
＠
社
突
抜
町
　
又
一
名
○
山
椒
屋
町
と
も
云
」

⑮
「
〇
一
貫
町
通

　
　
●
此
通
は
松
原
よ
り
南
は
丹
波
口
下
ル
所
迄
の
通
に
て
大
宮
の
西
の
通
也
…
：
…
・
：
・

　
　
○
同
五
丁
目
（
一
貫
町
五
丁
目
の
謂
－
引
用
者
）

　
　
▲
丹
波
海
道
町
　
下
町
南
の
辻
丹
波
街
道
也
則
丹
波
口
と
云
但
此
丹
波
海
道
よ
り
南
は
一
貫
町
通
と
は
呼
ば
ず
其
故
は
是
よ
り
南
は
西
六
条
御
寺
内
に
て
御

　
　
支
配
の
境
有

　
　
○
御
寺
内
突
抜
一
丁
目

　
　
▲
丹
波
海
道
一
丁
目
　
…
・
：

　
　
○
同
南
町

　
　
▲
二
町
目
　
此
町
南
の
辻
を
西
へ
行
ば
朱
雀
へ
出
る
又
東
へ
行
ば
…
…
大
宮
へ
出
る
也
南
は
田
畑
八
条
九
条
東
寺
也
」

⑯
五
辻
通
の

　
「
▲
釈
迦
前
町
　
・
…
－
此
町
の
西
を
南
へ
行
く
一
町
有

　
　
㊧
釈
迦
突
抜
町
　
俗
に
○
地
獄
辻
子
と
云
」

⑰
中
立
売
通
の

　
「
○
西
洞
院
西
入

　
　
▲
橋
詰
町
…
…

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
○
右
橋
詰
町
に
北
へ
行
所
は
松
之
下
町
也
南
へ
行
所

　
　
㊧
甲
斐
守
突
抜
通
　
○
堀
川
東
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
橋
詰
町
」

⑱
下
立
売
通
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
　
「
O
御
前
通
西
入

　
　
　
▲
突
抜
町
」

　
⑲
六
角
通
の

　
　
「
○
油
小
路
西
入

　
　
　
▲
越
後
町
　
…
…
此
町
南
側
中
程
下
ル
一
町
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
せ
や

　
　
　
②
六
角
越
後
突
抜
町
　
一
名
○
紹
屋
町
と
も
云
」

　
　
こ
れ
を
蛸
薬
師
通
か
ら
見
る
と

　
　
「
▲
亀
屋
町
　
…
…
此
町
北
側
に
上
ル
町
は
越
後
屋
突
抜
也
」

　
以
上
一
九
の
事
例
を
、
　
『
京
町
鑑
』
の
記
載
に
な
る
べ
く
忠
実
に
地
図
上
に
記
入
し
た
も
の
が
、
第
一
図
で
あ
る
。
　
「
忠
実
に
」
と
い
っ
て
も
・

例
え
ば
⑰
の
事
例
は
、
記
事
の
ま
ま
で
は
図
上
に
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
実
際
は
、
今
日
中
立
売
通
の
油
小
路
西
入
ル
下
ル
が
「
突
抜
町
」

と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
、
問
題
な
く
位
置
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
⑬
の
妙
蓮
寺
突
抜
町
は
、
記
事
の
ま
ま
で
は
南
北
方
向
の
道

を
指
す
よ
う
に
見
、
兄
る
が
、
い
く
つ
か
の
近
世
絵
図
を
つ
き
合
わ
せ
る
と
、
寺
之
内
竪
町
と
寺
之
内
横
町
を
図
示
し
た
よ
う
に
カ
ギ
型
に
つ
な
ぐ

道
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
表
現
し
て
あ
る
。
ま
た
、
事
例
①
の
「
中
筋
通
ま
で
」
と
い
う
の
は
『
京
町
鑑
』
の
誤
認

で
、
正
し
く
は
「
二
階
町
通
ま
で
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
上
に
、
第
一
図
に
は
、
　
『
寛
永
後
　
万
治
前
　
洛
中
絵
図
』
　
（
以
下
『
寛
永
頃
洛
中
絵
図
』
と
記
す
）
か
ら
拾
い
出
す
こ
と
の
で
き
た
若

干
の
事
例
を
補
っ
て
あ
る
。
ま
ず
、
寺
町
通
西
裏
に
あ
た
る
梨
木
通
の
今
出
川
下
ル
が
「
大
原
口
つ
き
ぬ
け
町
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

⑳
と
し
て
補
っ
た
。
次
に
、
相
国
寺
の
北
に
あ
る
上
御
霊
神
社
の
東
辺
、
鞍
馬
口
通
下
ル
が
「
御
霊
つ
き
ぬ
け
町
」
と
見
え
る
の
で
、
こ
れ
を
⑳

と
し
た
。
次
に
、
中
京
方
面
へ
下
っ
て
、
小
川
通
の
三
条
下
ル
が
「
志
か
や
の
つ
き
ぬ
け
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
⑳
と
し
、
そ
の
南
に
続
く
六

角
下
ル
が
「
本
能
寺
突
抜
町
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
⑳
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
烏
丸
．
室
町
．
高
辻
．
松
原
に
囲
ま
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
南
北
に
貫
く
も
の
が
「
ほ
ね
や
町
つ
き
ぬ
け
」
と
あ
り
、
そ
の
南
延
長
上
の

万
寿
寺
下
ル
が
「
み
こ
く
殿
つ
き
ぬ
け
町
」
と
見
え
、
高
倉
．
東
洞
院
・
高
辻
・
松
原
で
囲
ま
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
割
る
も
の
が
「
い
な
り
町
つ
き

ぬ
け
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
⑭
、
⑳
、
⑳
の
事
例
と
し
て
、
図
に
補
っ
た
。

　
こ
れ
で
第
一
図
は
、
京
都
市
中
の
突
抜
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
図
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
図
を
も
っ
て
「
突
抜
の
分
布
図
」
あ
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五

　　　　第1図　宝暦『京町鑑』などに見える近世京都の突抜

①元真如堂突抜　②常盤井殿突抜③亀屋突抜＝堺町通　④因幡堂突抜通＝不明門通

⑤仁王門突抜町　⑥相国寺突抜（鹿苑院突抜）⑦近衛突抜町　⑧衣棚突抜町

⑨木之下突抜　⑲釜座突抜町　⑪天使突抜通（天使突抜1～4丁目）

⑫和泉殿突抜＝醒井通　⑬妙蓮寺突抜町　⑭社突抜町　⑮御寺内突抜1・2丁目

⑯釈迦突抜町　⑰甲斐守突抜通　⑱突抜町　⑲六角越後突抜町（越後屋突抜）

⑳大原口突抜町　⑳御霊突抜町　⑳志かやの突抜　⑱本能寺突抜町

⑭ほねや（骨屋）町突抜　⑳みこく殿突抜町　⑳いなり（稲荷）町突抜



二
六

る
い
は
「
突
抜
の
位
置
図
」
と
受
け
と
っ
て
し
ま
う
の
は
、
ど
う
や
ら
「
早
の
み
こ
み
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
、
こ
の
図
は
な
お
若
干
の

「
修
正
」
が
必
要
で
あ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
修
正
が
必
要
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け
ず
の
も
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も

　
『
京
町
鑑
』
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
「
す
な
お
」
に
読
む
と
、
事
例
④
の
場
合
、
車
屋
町
通
の
う
ち
松
原
か
ら
下
へ
七
条
ま
で
は
不
明
門
通
と
呼

び
、
そ
の
不
明
門
通
が
ま
た
因
幡
堂
突
抜
通
と
も
云
う
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
図
中
の
表
現
の
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
　
『
寛
永
頃
洛
中
絵
図
』
を
見
る
と
、
万
寿
寺
通
と
五
条
通
の
間
が
「
大
堀
つ
き
ぬ
け
町
」
（
第
一
図
の
a
）
、
そ
の
北
、
万
寿
寺
通
と
松

原
通
の
間
が
「
因
幡
堂
づ
し
壱
丁
目
」
　
（
第
一
図
の
イ
）
と
な
っ
て
い
る
。
　
『
京
町
鑑
』
で
は
、
そ
の
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
「
玉
屋
町
」
と
「
因
幡

町
」
で
、
突
抜
と
も
辻
子
と
も
呼
ば
れ
て
い
な
い
。
　
『
寛
永
頃
洛
中
絵
図
』
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
前
後
の
時
期
の
状
況
を
示
㈲
・
　
『
京

町
鑑
』
は
宝
暦
十
二
年
目
一
七
六
二
）
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
世
紀
余
り
の
間
に
お
け
る
変
化
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
変
化
は
、
わ
ず
か
に
一

町
の
区
間
に
成
立
し
た
に
す
ぎ
な
い
「
突
抜
」
の
称
が
、
数
町
の
長
さ
の
全
街
路
区
間
に
拡
大
し
、
起
点
の
と
こ
ろ
に
立
ち
ふ
さ
が
る
因
幡
堂
の

名
と
合
体
し
て
「
因
幡
堂
突
抜
通
」
と
い
う
名
称
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
変
化
を
も
伴
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
乏
考
え
さ
せ
ず
に
お
か
な
い
。
も

っ
と
も
、
　
『
京
町
鑑
』
ど
こ
ろ
か
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
『
京
羽
二
重
』
に
既
に
、

　
　
「
車
屋
町
通
　
北
は
出
水
通
よ
り
姉
が
小
路
通
患
又
松
原
通
よ
り
南
へ
七
条
通
ま
で
因
幡
堂
つ
き
ぬ
け
と
を
り
と
も
あ
か
ず
の
も
ん
通
共
云
」

と
あ
る
し
、
貞
山
口
子
元
年
（
↓
六
八
四
）
の
序
を
も
つ
『
雍
州
府
志
』
も
、
東
洞
院
と
烏
丸
の
間
の
道
を
、
多
分
不
用
意
に
で
あ
ろ
う
が
車
屋
町
之

突
抜
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
　
「
突
抜
」
の
称
が
全
街
路
区
間
に
拡
大
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
変
化
は
、
第
一
図
の
a
、
イ
、
両
者
に
お
け
る
町

名
の
変
化
に
並
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
も
、
ず
い
ぶ
ん
早
い
時
期
だ
っ
た
と
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
。

　
事
例
⑪
の
場
合
も
、
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
、
　
『
京
町
鑑
』
が
述
べ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
図
示
す
る
と
、
第
一
図
の
通
り
、
高

辻
通
か
ら
魚
棚
通
ま
で
の
五
町
の
区
間
が
す
べ
て
「
天
使
突
抜
通
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
　
『
京
羽
二
重
』
も
同
様
に
記
す
。

と
こ
ろ
が
、
　
『
寛
永
頃
洛
中
絵
図
』
で
は
『
京
町
鑑
』
が
「
船
屋
町
」
と
記
す
一
町
区
間
（
第
一
図
の
b
）
に
「
天
使
つ
き
ぬ
け
舟
屋
町
」
と
あ

る
の
み
で
、
そ
れ
以
南
は
「
天
使
壱
町
目
」
　
「
天
使
弐
町
目
」
等
々
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
断
定
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
「
突
抜
」
と
称
し
た
の

は
、
は
じ
め
は
北
端
の
一
町
の
み
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
に
「
は
じ
め
」
ど
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
『
寛
永
頃
洛
中
絵
図
』
の
時
期
と

い
う
意
味
で
は
な
く
、
文
字
通
り
に
命
名
の
最
初
の
段
階
で
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
い
た
方
が
、
誤
解
を
招
く
度
合
い
が

少
な
い
で
あ
ろ
う
。



事
例
⑫
の
場
合
も
、
ま
た
同
様
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
『
京
町
鑑
』
自
体
が
既
に
、
「
錦
小
路
よ
り
魚
棚
下
ル
所
迄
和
泉
殿
突
抜
通
と
い
ふ

は
、
北
の
行
あ
た
り
藤
堂
和
泉
守
殿
御
や
し
き
有
ゆ
へ
也
」
と
、
名
称
の
起
源
が
街
路
北
端
の
状
況
と
か
か
わ
り
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
語
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
（
『
京
羽
二
重
』
も
同
様
）
、
確
か
に
北
端
の
一
町
、
す
な
わ
ち
『
京
町
鑑
』
で
は
「
藤
西
町
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

（
第
一
図
の
C
）
が
、
　
『
洛
中
絵
図
』
で
は
「
ふ
し
に
し
つ
き
ぬ
け
」
な
の
で
あ
っ
て
、
　
「
突
抜
」
と
称
し
た
の
は
、
も
と
も
と
は
そ
の
ほ
ん
吻

一
町
区
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
事
例
は
、
実
は
ま
だ
あ
る
。
事
例
③
は
、
堺
町
通
を
材
木
町
通
と
も
亀
屋
突
抜
と
も
云
う
と
『
京
町
鑑
』
が
記
す
の
を
、
そ
の
ま

ま
に
第
一
図
に
示
し
た
結
果
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
実
は
『
京
町
鑑
』
自
体
が
、
亀
屋
突
抜
と
い
う
の
は
此
通
り
の
四
条
辺
に
亀
屋
某
と
い
う
町

人
が
居
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
と
、
　
「
突
抜
」
の
名
が
ご
く
局
限
さ
れ
た
区
間
の
名
と
し
て
起
源
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
に
関
し

て
は
、
よ
り
明
確
な
記
載
が
ほ
か
に
あ
る
。
　
『
京
羽
二
重
』
巻
一
「
南
北
洛
中
」
の
「
堺
町
通
」
の
説
明
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
此
通
禁
裏
南
の
御
門
す
ぢ
也
二
条
通
の
下
に
て
は
材
木
町
通
四
条
辺
に
て
亀
屋
の
突
抜
と
云
」
（
傍
点
引
用
者
）

と
、
亀
屋
の
突
抜
が
四
条
辺
の
短
い
区
間
の
名
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
綾
小
路
で
行
き
ど
ま
り
に
な
る

ま
で
の
四
条
以
南
の
一
町
区
間
（
第
一
図
の
d
）
で
あ
っ
た
ろ
う
と
、
筆
者
は
憶
測
す
る
。

　
も
っ
と
も
、
亀
屋
の
突
抜
に
つ
い
て
右
の
よ
う
な
記
載
を
し
て
い
る
『
京
羽
二
重
』
が
、
衣
棚
突
抜
や
釜
座
突
抜
（
第
一
図
の
⑧
と
⑩
）
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
「
北
は
下
長
者
町
通
よ
り
南
へ
三
条
通
ま
で
又
松
原
よ
り
南
へ
五
条
橋
通
迄
」

　
　
「
北
は
中
長
者
町
通
よ
り
三
条
通
迄
又
高
辻
通
よ
り
南
へ
七
条
通
ま
で
」

な
ど
と
記
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
書
が
著
さ
れ
た
時
期
に
お
い
て
既
に
「
突
抜
」
の
本
意
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
乱
れ
た

使
い
方
が
横
行
し
て
い
た
こ
と
を
否
応
な
し
に
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
d
つ
ま
り
亀
屋
の
突
抜
に
関
し
て
だ
け

で
も
正
確
な
記
事
が
偶
然
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
が
、
第
一
図
の
修
正
の
手
続
き
で
あ
る
。
　
『
京
町
鑑
』
の
記
事
の
み
に
よ
る
限
り
で
は
街
路
の
長
い
区
間
を
指
す
場
合
も
あ
っ
た
か
に
見

え
た
「
突
抜
」
の
称
が
、
し
か
し
ど
う
も
元
来
は
そ
う
で
は
な
く
、
街
路
の
ご
く
短
い
区
間
の
称
で
あ
っ
た
と
推
断
し
て
誤
り
な
い
と
、
い
、
兄
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。
そ
の
結
果
で
き
あ
が
っ
た
突
抜
分
布
図
が
、
第
二
図
で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
先
程
来
た
び
た
び
引
用
し
て
い
る
『
寛
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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八



頃
洛
中
絵
図
』
の
街
路
網
を
ベ
ー
ス
に
し
、
そ
の
図
に
、
各
「
突
抜
」
の
「
原
形
」
と
考
え
ら
れ
る
区
間
を
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
第
二
図
を
見
て
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
諸
史
料
を
こ
れ
に
つ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
突
抜
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
、
解

答
を
与
え
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
か
な
り
正
解
に
近
づ
い
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
確
答
は
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
実
は
、
確
答
を
得
る
た
め
に
は
、
一
度
奈
良
に
お
け
る
突
抜
の
事
例
を
検
討
し
て
、
再
び
京
都
の
そ
れ
に
か
え
っ
て
く
る

手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
奈
良
の
突
抜

　
奈
良
に
は
、
少
な
く
と
も
四
事
例
の
突
抜
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
第
三
図
に
示
す
よ
う
に
位
置
を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
⑳
の
芝
突
抜
町
に
関
す

る
『
平
城
坊
目
考
』
　
（
寛
政
年
間
の
も
の
）
の
記
載
が
、
突
抜
の
意
味
に
つ
い
て
有
効
な
示
唆
を
与
え
る
。

　
　
「
芝
突
抜
墨
醒
据
騒
鞍
渠
雛
縦
・
芝
新
屋

　
　
　
　
当
町
ハ
旧
年
鵠
町
之
枝
郷
に
し
て
東
口
計
な
り
西
方
新
屋
町
へ
不
通
中
世
西
の
口
開
く
於
是
芝
突
抜
号
と
す
古
へ
極
楽
院
の
境
内
に
て

　
　
　
　
元
興
寺
に
通
る
も
の
な
り

　
　
　
　
狐
ケ
螺
子
古
老
云
先
年
甲
胃
の
組
糸
師
此
所
に
住
す
女
子
あ
り
て
紡
績
糸
工
を
す
一
華
白
粉
を
工
面
色
を
粧
ふ
量
産
に
ご
、
兄
た
り
時
の

　
　
　
　
人
戯
て
蕨
狐
ど
異
名
す
因
て
以
て
寛
に
狐
ケ
辻
子
と
称
す
る
の
み
飾
言
縁
な
り
野
干
を
い
ふ
に
あ
ら
ず
当
町
濫
膓
不
／
久
芝
新
屋
町
以

□□□

E
園

晒
［
」

　　　
　
繍

＿＿」〔＝コ［＝＝
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　第3図
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三
〇

　
　
　
　
後
為
在
家
処
勿
論
な
り
」

と
、
そ
の
記
事
は
い
う
。
説
明
を
加
え
よ
う
。

　
か
さ
さ
ぎ

　
巴
町
と
い
う
の
は
、
南
北
方
向
の
「
町
通
り
」
沿
い
の
町
で
あ
る
。
そ
の
西
側
の
家
並
み
の
間
を
割
っ
て
、
西
へ
入
る
小
路
が
あ
っ
た
。
あ

る
い
は
小
路
が
で
き
た
、
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
狐
ケ
辻
子
で
あ
る
。
西
町
通
り
か
ら
分
か
れ
る
枝
道
で
あ
る
。
そ
の
段

階
で
は
、
そ
れ
に
沿
っ
て
ま
だ
独
立
し
た
町
が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
鴨
も
と
よ
り
「
町
通
り
」
で
は
な
い
．
従
っ
て
「
町
通
り
以

前
の
段
階
」
の
道
の
名
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
辻
子
」
と
い
う
呼
称
が
つ
け
ら
れ
た
。
辻
子
と
い
う
名
を
有
す
る
こ
と
が
、
ま
こ
と
に
よ
く
理
解
で

き
る
。
そ
の
辻
子
を
な
ぜ
狐
ケ
辻
子
と
呼
ん
だ
か
と
い
う
説
明
は
、
お
も
し
ろ
い
話
で
あ
る
が
、
こ
の
際
は
ど
う
で
も
よ
い
。
重
要
な
こ
と
は
、

こ
の
足
止
が
東
つ
ま
り
鵠
町
通
り
に
の
み
口
を
有
す
る
袋
小
路
と
し
て
の
春
子
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
（
中
世
と
記
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
今
日
の
歴
史
学
的
概
念
と
し
て
の
中
世
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
）
に
な
っ
て
、
こ
の
扇
子
を
西

　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
　
あ
ら

方
へ
突
き
抜
き
新
屋
町
に
も
口
を
開
い
た
。
そ
の
結
果
、
　
「
芝
突
抜
」
を
名
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
比
較
的
新
し
い
時
期
に
至
っ
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
道
を
軸
と
す
る
町
が
成
立
し
、
　
「
芝
突
抜
町
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き

　
右
の
よ
う
な
極
め
て
明
瞭
な
経
過
か
ら
、
　
「
突
抜
」
と
い
う
呼
称
は
、
既
存
の
道
の
先
を
延
長
し
て
あ
る
地
点
ま
で
「
突
き
抜
く
」
と
い
う

「
営
為
」
が
そ
こ
に
定
着
し
た
呼
称
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
大
事
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
く
り
返
し
を
辞
さ
ず
に
説
明
に
念
を
入

れ
よ
う
。
　
「
芝
突
抜
町
」
が
成
立
す
る
ま
で
に
は
、
二
つ
の
「
段
階
」
を
経
由
し
て
い
る
。
最
初
の
階
段
は
袋
小
路
の
面
子
の
段
階
で
あ
る
。
第

二
の
段
階
は
、
こ
れ
を
延
長
し
て
通
り
抜
け
の
道
に
な
っ
た
段
階
で
あ
る
。
通
り
抜
け
道
に
な
っ
て
も
、
状
態
と
し
て
は
な
お
丁
子
の
状
態
が
続

い
て
い
た
。
依
然
と
し
て
滑
子
で
あ
る
か
ら
従
っ
て
浮
子
と
い
う
名
称
は
消
え
去
ら
な
い
。
し
か
し
一
方
面
、
袋
小
路
か
ら
通
り
抜
け
道
へ
の
状

態
の
変
化
は
ま
さ
に
画
期
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
画
期
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
袋
小
路
を
突
き
抜
く
と
い
う
「
営
為
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
第
二
段
階
に
あ
っ
て
は
状
態
名
の
辻
子
と
そ
の
状
態
を
生
ん
だ
営
為
を
示
す
突
抜
と
が
並
存
し
た
の
で
あ
る
。
漠
然
と
、
い
つ
の
ま
に
か

「
辻
子
」
か
ら
「
突
抜
」
へ
「
用
語
変
遷
」
が
起
こ
っ
た
り
し
た
の
で
は
な
い
。
突
き
抜
か
れ
た
「
画
期
」
に
、
「
突
き
抜
く
」
と
い
う
「
営
為
」

の
観
点
か
ら
す
る
名
称
が
加
わ
っ
た
だ
け
の
こ
ど
で
、
事
情
は
ま
っ
た
く
納
得
の
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
「
町
」
化
し
て
第
三
の

段
階
に
達
し
た
時
、
　
「
芝
突
抜
町
」
と
い
う
名
が
い
わ
ば
「
完
成
」
し
た
の
で
あ
る
。

　
芝
突
抜
町
に
つ
い
て
の
『
平
城
坊
目
考
』
の
記
載
に
よ
っ
て
得
た
筆
者
の
理
解
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
わ
ず
か
一
事



例
に
よ
る
理
解
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
右
の
理
解
を
も
っ
て
、
奈
良
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
事
例
「
川
之

上
突
抜
町
」
に
あ
て
は
め
得
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
『
平
城
坊
目
考
』
は
、
川
之
上
突
抜
町
の
説
明
に
際
し
て
ま
ず
割
注
ふ
う
に
、

　
　
「
当
所
川
の
上
町
の
南
に
あ
り
突
抜
は
新
に
通
路
を
開
き
て
他
所
に
通
す
る
を
俗
突
抜
と
云
」

と
記
し
、
続
い
て
本
文
で
、

　
　
「
当
町
（
中
略
）
往
年
在
家
あ
ら
す
慶
長
年
間
町
家
を
造
る
と
い
へ
と
も
南
方
高
山
町
に
通
せ
す
其
後
高
山
田
中
町
等
民
家
を
造
作
す
る
に

　
　
及
て
此
に
通
す
因
て
此
名
あ
る
も
の
乎
」

と
記
し
て
い
る
。
　
「
当
所
川
の
上
町
の
南
に
あ
り
」
と
い
う
文
で
、
相
互
の
位
置
関
係
を
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
川
の
上
町
は
南

北
方
向
の
道
に
沿
っ
た
町
で
あ
る
。
そ
の
南
北
方
向
の
町
通
り
の
南
延
長
に
川
之
上
突
抜
町
の
通
り
が
あ
る
（
第
三
図
）
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で
、
前
記
の
突
抜
の
理
解
を
踏
ま
え
て
、
右
の
引
用
の
後
半
を
注
意
深
く
読
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
川
の
上
町
の
町
通
り
が
先

に
あ
り
、
拠
⑳
閾
階
で
そ
の
南
へ
の
怨
長
す
な
わ
ち
究
藩
掛
か
が
は
か
ら
れ
、
田
中
町
あ
た
り
ま
で
道
が
通
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
突
き
抜
く
」

と
い
う
営
為
が
地
名
の
一
部
に
な
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
『
平
城
坊
目
考
』
の
著
者
の
解
釈
で
あ
る
。
で
あ
る
が
、

こ
の
解
釈
だ
け
が
「
突
抜
」
と
い
う
街
路
名
の
付
け
ら
れ
た
わ
け
を
説
得
力
を
も
っ
て
語
る
の
で
あ
る
。
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同
じ
『
平
城
坊
目
考
』
の
著
者
が
、
右
の
引
用
の
前
半
の
と
こ
ろ
で
、
　
「
突
抜
は
新
に
通
路
を
開
き
て
他
所
に
通
す
る
を
俗
突
抜
と
云
」
と
、

『
奈
良
尽
目
理
解
』
に
た
び
た
び
見
え
る
一
文
を
受
け
売
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
は
よ
く
な
い
。
こ
の
文
は
、
実
は
間
違
い
で
は
な
い
。

確
か
に
突
抜
は
新
た
に
道
を
開
く
の
だ
が
、
単
に
道
を
開
け
ば
そ
れ
が
す
べ
て
突
抜
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
が

重
要
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
既
存
の
道
が
あ
る
。
既
存
の
道
は
袋
小
路
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
ら
既
存
の
道
の
先
が
延
長
さ
れ
て
他
の
や
は
り
既

存
の
道
に
つ
な
が
る
。
そ
の
塾
長
ざ
恐
で
今
世
齢
都
暫
蜘
が
、
突
抜
の
道
路
名
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
他
の
既
存
の
道
へ
は
直
角
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
っ
て
も
よ
い
し
、
㊥
の
例
の
よ
う
に
直
線
的
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
て
も
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
微
妙
な
解
釈
で
あ
る
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
め
や
ま

で
は
じ
め
て
突
抜
の
本
来
の
語
義
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
半
田
突
抜
、
大
豆
山
突
抜
の
両
者
も
、
袋
小
路
が

先
行
し
、
の
ち
そ
れ
を
延
長
し
突
き
抜
く
と
い
う
営
為
に
よ
っ
て
成
立
し
た
名
称
で
あ
ろ
う
。
は
っ
き
り
そ
う
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
　
『
奈
良

坊
目
拙
解
』
や
『
平
城
坊
目
考
』
の
記
述
の
中
に
、
そ
の
経
過
を
窺
わ
せ
る
表
現
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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三
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第4図　大津の街路パターンと突抜

　　　　（E－F－G－Hは大津城跡）

四
、
夫
津
、
岐
阜
、
そ
し
て
再
び
京
都
の
突
抜
に
つ
い
て

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
B
－
D
の
突
抜
は
、
関
ケ
原
以
後
、

目
指
し
て
突
き
抜
か
れ
た
新
道
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
述
の
突
抜
の
解
釈
に
完
全
に
合
致
す
る
典
型
例
と
い
っ
て
過
言
で
あ
る
ま
い
。

　
第
五
図
は
岐
阜
の
市
街
古
墨
に
よ
っ
て
、
　
「
今
町
突
抜
北
之
端
」
と
い
う
街
路
区
間
の
位
置
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
別
に
文
書

史
料
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
上
今
町
・
中
今
町
・
下
今
町
と
続
く
町
通
り
の
北
端
部
が
延
長
さ
れ
て
「
横
町
」
か
ら
「
総
構
堤
」
す
ら
越
え

て
市
外
へ
通
じ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
営
為
が
突
抜
の
称
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
過
を
憶
測
す
る
の
に
、
さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。

　
突
抜
に
つ
い
て
の
以
上
の
理
解
を
も
っ
て
再
び
京
都
の
諸
例
に
対
す
る
べ
き
時
が
き

た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
若
干
の
道
草
を
し
て
、
大
津
お
よ
び
岐
阜
の
突
抜
に
つ

い
て
見
よ
う
。

　
第
四
図
は
、
近
世
大
津
の
主
要
街
路
網
図
で
あ
る
。
A
点
か
ら
矢
印
を
指
す
方
向
は
、

い
わ
ゆ
る
逢
坂
山
を
越
え
て
京
都
へ
の
道
で
あ
る
。
B
点
は
札
ノ
辻
、
B
と
C
を
結
ぶ

道
は
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
京
町
通
で
あ
る
。
突
抜
は
、
図
上
B
－
D
の
道
路
区
間
を

云
う
。
札
ノ
辻
か
ら
浜
大
津
へ
向
か
う
、
今
日
京
阪
電
車
の
通
る
太
い
道
で
あ
る
。
そ

の
区
間
が
な
ぜ
「
突
抜
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
を
説
明
し
た
文
章
は
、
恐
ら
く
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
図
が
雄
弁
に
答
を
語
る
。

　
図
中
、
E
I
F
－
G
l
H
を
結
ぶ
点
線
は
、
信
頼
度
が
高
い
と
い
わ
れ
る
大
津
城
復

　
⑤
原
図
に
示
さ
れ
た
外
堀
の
外
側
の
岸
辺
の
線
で
あ
る
。
大
津
城
は
、
天
正
十
四
、
十
五

年
（
一
五
八
六
、
八
七
）
頃
に
築
造
さ
れ
、
関
ケ
原
の
戦
ま
で
存
続
し
た
。
短
命
な
城

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
B
l
D
の
街
路
区
間
は
、
そ
こ
が
城
内
に
あ
た
る
の
で
あ
る

か
ら
、
存
在
し
た
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
A
i
B
I
C
は
古
代
以
来
の
東
海
道

既
存
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
A
－
B
の
延
長
上
に
岸
辺
、
あ
る
い
は
岸
辺
の
代
官
所
を



　
以
上
、
奈
良
に
お
い
て
得
ら
れ
た
突
抜
の
意
味
の
理
解
は
、
大
津
や
岐
阜
に
み
ら
れ
る
突
抜
が
な
ぜ
突
抜
な
の
か
を
説
明
す
る
の
に
適
し
た
理

解
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
右
の
理
解
を
適
用
す
る
時
、
は
じ
め
て
京
都
の
突
抜
も
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、

私
の
考
え
で
あ
る
。

　
い
く
つ
か
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
具
体
的
に
述
べ
よ
う
と
思
う
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
、
前
に
も
ど
っ
て
再
び
第
二
図
を
参
照
し
て
い
た
だ
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
事
例
⑱
を
見
よ
う
。
こ
の
事
例
は
、
近
世
下
立
売
通
の
西
端
に
近
い
一
区
間
で
あ
る
。
下
立
売
通
は
平
安
京
の

勘
解
由
小
路
相
当
街
路
で
あ
る
か
ら
、
起
源
は
古
い
が
、
西
の
方
は
藪
や
野
に
帰
し
て
早
く
に
消
滅
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
下
立
売
通
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

西
の
洛
外
に
出
る
に
は
、
御
前
通
に
つ
き
あ
た
っ
て
数
十
メ
ー
ト
ル
北
鼓
し
、
そ
こ
か
ら
再
び
西
に
向
か
う
上
ノ
下
立
売
通
に
よ
る
あ
り
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
御
前
通
か
ら
西
折
し
た
上
ノ
下
立
売
通
が
「
嵯
峨
大
路
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
判
明
す
る
（
『
京
都
坊
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
ま
え

誌
』
上
京
十
学
区
、
大
宮
町
の
項
）
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
こ
と
は
下
の
下
立
売
通
御
前
以
西
が
、
東
か
ら
御
前
通
ま
で
達
し
た
主
要
街
路
の
い
わ

　
い
き
お
い

ば
勢
を
以
て
、
あ
る
時
そ
の
先
へ
突
き
抜
か
れ
た
区
間
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
憶
測
さ
せ
る
に
足
る
。
大
津
の
例
に
似
た
あ
り
よ
う
を

考
え
さ
せ
、
こ
こ
に
突
抜
の
名
が
あ
る
こ
と
に
、
抵
抗
感
が
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
ら
に
西
延
長
の
一
町
区
間
（
行
衛
町
の
町
通
り
）
が

そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
か
、
以
後
の
延
長
部
か
、
あ
る
い
は
ま
た
突
抜
と
同
時
で
本
来
突
抜
の
一
部
で
あ
っ
た
も
の
が
の
ち
に
区
分
け
さ
れ

北
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「
第5図　岐阜古図上の「突抜」

た
も
の
か
の
判
断
は
、
今
は
で
き
な
い
。

　
次
に
事
例
⑨
木
下
突
抜
を
見
よ
う
。
本
稿
の
は
じ
め
に
引
用
し
た
『
京

町
鑑
』
で
は
、
木
下
町
全
体
又
は
下
木
下
町
を
木
下
突
抜
と
イ
コ
ー
ル
で

つ
な
ぐ
よ
う
な
記
し
方
で
あ
っ
た
が
、
　
『
寛
永
頃
洛
中
絵
図
』
は
両
者
の

区
別
を
明
記
し
て
い
る
。
当
時
の
付
近
一
帯
の
あ
り
よ
う
は
、
第
六
図
の

通
り
で
あ
っ
た
。
街
区
の
発
展
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
推
測
が
可
能
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
、
上
・
中
・
下
木
下
町
、
つ
ま
り
原
初
木
下
町
の
道
の

南
端
が
、
次
の
段
階
で
南
へ
延
長
さ
れ
、
室
町
頭
町
か
ら
派
生
し
て
い
た

風
呂
の
冊
子
に
向
か
っ
て
突
き
抜
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
部
分
に
木

下
突
抜
の
名
が
定
着
し
、
さ
ら
に
の
ち
に
町
化
し
た
過
程
が
納
得
の
で
き

三
一
二
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第6図　木下突抜の周辺（寛永頃）

る
億
測
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。

　
次
に
①
、
②
、
⑳
の
三
例
が
集
ま
る
あ
た
り
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
そ
の
あ
た
り
は
、
今
日
で
は
御
所
の
東
北
隅
に
か
か
る
た
め
、
一
部
を

除
い
て
旧
訳
を
失
っ
て
い
る
。
ま
ず
『
寛
永
頃
洛
中
絵
図
』
に
よ
っ
て
当
時
の
街
路
名
ま
た
は
町
名
を
見
た
も
の
が
第
七
図
で
あ
る
。
　
「
真
如
四

つ
き
ぬ
け
丁
」
の
記
載
が
二
つ
あ
る
が
、
本
来
の
そ
れ
は
東
西
方
向
の
道
で
あ
る
。
『
京
都
寄
目
誌
』
　
（
上
、
九
）
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
開
通
年

月
詳
な
ら
ず
。
或
云
元
禄
五
年
新
開
す
と
。
　
（
中
略
）
町
名
起
原
　
真
如
堂
前
町
に
突
入
す
る
故
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
寛
永
頃
の
図
に
描
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
元
禄
新
開
か
と
い
う
伝
え
ば
採
れ
な
い
が
、
八
条
殿
町
通
を
延
長
し
て
真
如
堂
前
へ
突
き
抜
い
た
故
に
こ
の
名
が
生

じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
そ
の
解
釈
が
最
も
納
得
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
る
私
の
思
考
方
向
に
、
上
記
町
名
起
源
の
説
明
文
は
は

な
は
だ
適
合
す
る
。
大
原
口
突
抜
町
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
南
北
方
向
の
梨
木
通
両
側
に
形
成
さ
れ
た
公
家
町
は
、
石
薬
師
通
で

つ
き
る
。
も
は
や
公
家
町
で
は
な
く
な
る
そ
の
先
の
ブ
ロ
ッ
ク
ま
で
、
同
時
起
源
の
道
が
延
び
て
い
た
と
考
え
る
の
は
む
し
ろ
抵
抗
感
が
あ
り
、

只
中
に
あ
る
中
筋
通
北
端
と
同
様
に
石
薬
師
通
で
突
き
あ
た
っ
て
い
た
原
形
を
考
え
る
方
が
、
禁
裡
周
辺
公
家
町
の
街
路
の
あ
り
方
一
般
か
ら
見

て
も
抵
抗
感
が
少
な
い
。
そ
れ
が
や
が
て
延
長
さ
れ
大
原
口
町
に
抜
け
た
時
、
大
原
口
突
抜
の
名
が
成
立
し
た
と
い
う
過
程
を
憶
測
さ
せ
る
に
足



る
道
と
名
称
の
あ
り
よ
う
を
、
第
七
図
は
示
し
て
い
る
と
思
う
。

　
な
お
、
図
中
、
R
l
S
は
『
京
町
鑑
』
に
み
え
る
常
盤
井
殿
突
抜
の
位
置
で
あ
る
。
こ
の
常
盤
井
殿
と
い
う
名
は
、
桂
宮
の
元
禄
、
享
保
頃
の

宮
号
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
（
『
京
都
坊
目
誌
』
上
、
九
、
常
盤
井
殿
町
の
条
）
、
　
『
寛
永
頃
洛
中
絵
図
』
の
段
階
で
見
、
兄
な
い
の
は
当
然
で
あ

る
・
で
は
・
ど
の
よ
う
に
し
て
常
盤
井
殿
突
抜
町
の
名
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
考
え
ら
れ
る
一
つ
の
ケ
ー
ス
は
、
第
七
図
に
も
明
ら
か
な
通

り
・
こ
こ
は
真
如
堂
突
抜
町
の
ヨ
コ
（
枝
）
町
で
あ
っ
た
か
ら
、
や
が
て
「
突
抜
」
の
語
の
み
を
継
承
し
て
別
の
町
名
を
持
ち
独
立
す
る
に
至
っ

た
と
い
う
経
過
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
真
如
堂
突
抜
町
の
横
町
で
あ
る
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
も
二
階
町
通
の
北
端
が
今
出
川
ま
で
突
き

巨
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第7図　真如堂突抜，大原口突抜の周辺
　　　　（アミをかけた区画は公家屋敷。寛永頃の状況を

　　　　主とし，一部後代の名称等を補翻してある。）

抜
か
れ
て
成
立
し
た
突
抜
で
あ
り
、
潜
在
し
て
い

た
そ
の
事
実
に
常
盤
井
殿
の
名
が
冠
せ
ら
れ
、
宝

暦
の
こ
ろ
に
そ
の
名
が
通
用
し
て
い
た
と
い
う
ケ

ー
ス
で
あ
る
。
憶
測
の
域
を
出
な
い
の
で
こ
れ
以

上
述
べ
な
い
が
、
Q
i
R
－
S
の
道
の
図
上
の
あ

り
よ
う
は
、
突
抜
と
い
う
に
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し

い
。
　
こ
の
ほ
か
、
注
目
す
べ
き
事
例
に
③
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
『
京
羽
二
重
』
の
記
事
を

引
用
し
て
堺
町
通
の
う
ち
四
条
辺
の
短
い
区
間
の

街
路
名
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
あ
る
が
、
同
様

の
こ
と
が
『
雍
州
府
志
』
に
も
『
京
雀
』
に
も
記

さ
れ
て
、
洛
中
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
あ
り
よ
う
と
い
い
、
ま
た
⑧
衣

棚
突
抜
、
⑩
釜
座
突
抜
、
⑪
天
使
突
抜
な
ど
の
あ

り
よ
う
と
い
い
、
共
に
長
い
道
路
の
一
方
の
端
の

三
五
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第8図　突抜前段階の状況

　　　　（甲斐守突抜の南延長部，水

　　　　　野日向守屋敷のある一画を

　　　　　例として。）

短
い
区
間
が
突
抜
を
称
し
て
い
る
そ
の
形
が
、
既
存
の
道
の
先
端
の
延
長
と
い
う
営
為
に
よ
っ
て
突
抜
の
名
を
有
す
る
に
至
っ
た
過
程
を
持
つ
タ

イ
プ
で
あ
る
こ
と
を
、
自
ら
語
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
事
例
が
示
す
一
つ
の
タ
イ
プ
に
対
し
て
、
⑥
、
⑦
、
⑫
、
⑭
～
⑰
、
⑲
、
⑳
～
⑳
な
ど
過
半
の
事
例
は
別
の
タ
イ
プ
の
も
の
と
・
と

り
ま
と
め
た
方
が
適
当
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
前
述
の
砂
質
と
違
っ
て
、
長
い
道
の
一
端
に
あ
る
短
い
区
間
と
い
う
タ
イ
プ
で
は
な
い
。
⑫

の
藤
西
突
抜
の
ご
と
き
は
、
大
ま
か
に
図
を
見
る
と
前
述
の
タ
イ
プ
の
そ
れ
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
よ
う
が
、
実
際
は
南
か
ら
北
行
し
て
来
た
醒

ケ
井
通
の
北
延
長
上
に
は
無
く
、
そ
の
線
か
ら
東
へ
か
な
り
の
ズ
レ
を
作
っ
て
い
て
、
南
か
ら
の
い
わ
ば
「
勢
い
」
を
も
っ
て
突
き
抜
い
た
な
ど

と
い
う
説
明
で
は
す
ま
し
得
な
い
事
例
で
あ
る
。
⑳
、
⑳
）
に
つ
い
て
も
全
く
同
様
で
、
こ
れ
は
北
か
ら
南
下
し
て
き
た
小
川
通
と
は
、
明
ら
か
な

ズ
レ
を
持
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
突
抜
は
、
な
ぜ
突
抜
の
名
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
多
分
、
次
の
よ
う
な
こ

と
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
平
安
京
以
来
の
方
一
町
の
街
区
が
卓
越
す
る
地
区
に
あ
る
。
方
一
町
街
区
の
中
央
部
は
、
周
知
の
通
り
次
第
に
空
洞
化
し
、

京
都
が
城
下
町
と
し
て
の
色
彩
を
帯
び
る
時
代
に
は
、
そ
こ
が
多
く
武
家
屋
敷
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
内
側
に
武
家
屋
敷
等
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
云
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
達
す
る
通
路
が
通
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
通
路
は
、
若
し
武
家
屋
敷
等
、
方
一



町
区
画
内
部
を
充
た
し
て
い
る
施
設
が
退
転
し
、
そ
こ
に
町
が
侵
入
し
よ
う
と
す
る
時
、
今
ま
で
通
路
の
な
か
っ
た
む
こ
う
側
の
家
並
を
突
き
抜

い
て
方
一
町
区
画
を
「
割
る
」
街
路
を
成
立
さ
せ
る
い
わ
ば
誘
い
水
に
な
り
得
る
。
そ
の
過
程
を
考
え
る
と
、
明
ら
か
に
既
存
の
道
（
袋
小
路
が

一
般
的
）
の
段
階
と
、
そ
れ
の
延
長
、
す
な
わ
ち
突
き
抜
き
を
行
な
う
段
階
と
の
二
段
階
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
、
一
町
か
、
せ

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
ぜ
い
一
町
あ
ま
り
の
短
い
道
に
す
ぎ
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
突
抜
」
の
名
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
第
八
図
参
照
）
。

、
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
「
突
抜
」
と
い
う
も
の
を
理
解
し
得
た
。

五
、
む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、
い
か
に
も
些
細
な
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
抜
と
は
、
既
存
の
道
（
そ
れ
は
長
い
道
で
も
、
ご
く
短
い
袋
小
路
で

も
よ
い
）
の
先
端
を
延
長
さ
せ
、
他
の
街
路
に
、
直
線
的
に
で
あ
ろ
う
と
直
角
に
で
あ
ろ
う
と
を
問
わ
ず
つ
な
げ
る
と
い
う
、
そ
の
「
突
き
抜

く
」
営
為
に
よ
っ
て
名
を
得
た
道
の
こ
と
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
る
ま
で
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
紙
数
を
費
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
本
稿
の
冒
頭
で
「
は
た
し
て
そ
う
か
」
と
問
う
た
一
～
二
の
問
題
に
つ
い
て
の
解
答
を
記
し
て
、
ひ
と
ま
ず
小
論
を
結
ぶ
よ
う
に
し

た
い
。

　
は
た
し
て
そ
う
か
、
と
問
う
た
の
は
、
一
つ
は
突
抜
は
丁
子
（
図
子
）
と
語
義
・
形
態
が
類
似
し
て
い
る
と
い
う
見
解
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。

結
論
か
ら
い
う
と
、
そ
れ
は
乱
暴
も
は
な
は
だ
し
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
突
抜
は
、
突
き
抜
く
と
い
う
営
為
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
突
き
抜
い
た
と
い
う
営
為
の
結
果
が
名
称
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
丁
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
④

（
図
子
）
の
本
義
は
、
町
又
は
町
通
り
で
な
い
状
態
の
道
と
い
う
こ
と
で
、
両
者
は
全
く
無
関
係
の
観
点
か
ら
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
語
義
は
全
く
異
な
る
。
次
に
形
態
で
あ
る
が
、
突
抜
は
そ
の
名
か
ら
し
て
「
袋
小
路
」
で
は
あ
り
得
な
い
の
に
対
し
、
辻
子
は
袋
小
路
で
あ

る
か
な
い
か
は
全
く
問
題
外
で
、
袋
小
路
で
あ
る
場
合
も
、
通
り
抜
け
道
で
あ
る
場
合
も
、
ど
ち
ら
の
状
態
も
あ
り
得
る
。
従
っ
て
形
態
も
両
者

無
関
係
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
た
だ
、
実
態
に
は
重
る
共
通
点
が
あ
る
。
突
抜
は
既
存
の
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ほ
か
に
新
し
く
開
か
れ
た
道
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
町
通

り
化
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
。
そ
の
間
は
町
通
り
以
前
の
段
階
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
辻
子
と
実
態
に
お
い
て
異
な
ら
な
い
。
時
々
突
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

が
辻
子
の
別
称
を
持
つ
の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
語
義
や
形
態
が
類
似
し
て
い
る
か
ら
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

三
七
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第9図　突抜の分布と天正地割区（A・B）

　
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
右
の
問
題
は
ま
だ
些
細
で

あ
る
。
大
き
な
問
題
は
秀
吉
に
よ
る
市
中
町
割
の
改
造
と
突

抜
と
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
で
あ
る
と
思
う
。

　
そ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
秀
吉
の
、
天
正
十
八
年

に
お
け
る
京
都
市
中
の
改
造
　
　
方
一
町
区
画
の
中
央
を
割

る
南
北
新
街
路
の
疎
通
と
い
う
改
造
が
、
ど
の
範
囲
に
及
ぶ

も
の
で
あ
っ
た
か
を
正
し
く
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
周
知
の
通
り
、
そ
れ
を
知
る
基
本
史
料
は
、
『
小
田
原
記
』

の
中
に
記
さ
れ
た
、

　
　
「
京
極
以
西
、
高
倉
以
東
、
又
堀
川
西
、
押
小
路
以
南

　
　
之
類
、
上
上
二
半
町
一
有
二
南
北
街
路
一
」

と
い
う
一
節
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
は
、
む
ろ
ん
そ
の
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
そ
の
後
に
も
重
要
で
興
味
深
い
文
章
が
続
い
て
お
り
、
そ

れ
ら
全
体
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
か
と
い
う
厳
密
な

考
察
を
、
歴
史
地
理
学
的
な
手
法
を
用
い
て
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
他

日
を
期
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
右
の
引
用
箇
所
の
み
を
切
り
離
し
、
そ
の
範
囲
内
で
の
論
議
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
簡
単
に
割
り
切
っ
て
述
べ
よ
う
。
右
の
引
用
史
料
が
示
す
範
囲
と
い
う
も
の
は
、
京
極
・
押
小
路
・
高
倉
の
三
街
路
で
囲
ま
れ
た
第
九
図
A
の

部
分
、
そ
し
て
堀
川
・
押
小
路
の
二
街
路
よ
り
南
西
の
B
の
部
分
の
二
地
区
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
以
外
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
B

の
部
分
の
西
町
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
草
聖
は
市
街
地
を
区
切
る
大
き
な
緑
地
と
し
て
神
泉
苑
が
原
形
の
ま
ま
で
は
な
い
に
し
て
も
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
し
、
実
際
、
近
世
絵
図
で
、
大
宮
が
都
市
域
西
端
の
南
北
街
路
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
史
料
の
示
す
範
囲

を
図
の
B
の
範
囲
と
す
る
の
に
論
議
の
余
地
は
あ
る
ま
い
。
な
お
、
図
上
の
C
は
街
区
改
造
の
前
年
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
に
開
か
れ
た



遊
里
「
二
条
柳
町
」
、
D
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
二
条
か
ら
移
さ
れ
た
「
六
条
柳
町
」
で
、
こ
れ
ら
も
、
街
区
改
造
の
北
辺
が
な
ぜ
押
小

路
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、
当
時
の
京
都
市
街
の
南
辺
が
お
よ
そ
ど
の
範
囲
で
と
ど
ま
っ
た
か
な
ど
を
示
唆
す
る
こ
と
に
注
意

し
た
い
。

　
さ
て
、
著
名
な
秀
吉
に
よ
る
天
正
新
街
区
設
定
の
そ
の
計
画
区
域
が
、
第
九
図
に
示
し
た
A
・
B
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
た
と
す
る
と
、
結
局
新

設
街
路
は
夢
中
に
点
線
で
示
し
た
五
本
に
と
ど
ま
り
、
事
業
規
模
と
し
て
は
意
外
に
小
規
模
で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
が
、

そ
う
し
た
評
価
の
問
題
は
今
は
さ
て
お
き
、
焦
点
を
「
突
抜
」
と
の
関
係
に
し
ぼ
ろ
う
。

　
図
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
　
「
突
抜
」
の
諸
例
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
街
区
改
造
計
画
区
域
を
は
ず
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
一
つ
、
事
例
③
の

亀
屋
突
抜
が
A
区
域
内
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
た
び
た
び
触
れ
た
よ
う
に
、
堺
町
通
全
体
の
別
称
な
ど
で
は
決
し
て
な
く
、
四
条
付
近
の
一
区
間
の

名
称
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
実
は
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
関
し
て
、
藤
田
元
春
氏
は
、
先
に
も
引
用
し
た
『
小
田
原
記
』
の
他
の
箇
所
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

「
天
正
以
前
戦
国
ノ
時
ノ
モ
ノ
有
之
云
、
故
天
正
十
八
年
、
京
師
町
割
時
、
如
二
御
幸
町
堺
町
等
一
一
町
半
、
各
不
レ
貫
二
通
一
云
」
と
の
一
節
を

と
り
あ
げ
、
読
み
下
し
に
く
い
と
し
な
が
ら
も
、

　
　
「
こ
れ
は
前
か
ら
家
が
あ
っ
た
か
ら
、
天
正
十
八
年
の
京
の
町
割
の
時
に
、
御
幸
町
や
堺
町
の
ご
と
く
に
、
一
町
の
半
分
の
処
に
す
べ
て
一

　
　
通
を
縦
に
通
さ
な
か
っ
た
。
所
に
よ
っ
て
は
一
町
の
四
角
な
町
が
で
き
、
所
に
よ
っ
て
は
半
町
ご
と
に
縦
の
町
が
で
き
た
と
い
ふ
大
意
で
あ

　
　
ら
う
。
現
に
堺
町
で
も
綾
小
路
で
突
当
っ
て
み
て
、
南
北
に
通
っ
た
筋
に
な
っ
て
み
な
い
の
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
い
う
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。
恐
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
う
。
亀
屋
突
抜
は
、
そ
う
い
う
「
残
っ
た
正
方
形
街
区
」
を
割
る
た
め
に
、
北
か
ら
南
へ
の

堺
町
通
の
い
わ
ば
「
勢
い
」
を
も
っ
て
、
そ
の
延
長
上
に
後
に
開
か
れ
た
街
路
区
間
と
見
る
の
が
、
最
も
納
得
が
い
く
。

　
か
く
し
て
、
突
抜
と
秀
吉
の
天
正
街
区
改
造
と
は
、
ま
っ
た
く
何
の
関
係
も
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
突
抜
は
む
し
ろ
，
比
較
的

広
域
に
亘
る
市
街
地
改
造
区
域
外
の
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ば
個
々
的
で
か
な
り
場
当
た
り
な
一
種
の
市
街
地
再
開
発
の
街
路
と
し
て
、
あ
ち
こ
ち
に

形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
っ
て
誤
り
な
い
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
辻
子
に
類
似
す
る
。

　
そ
の
よ
う
に
わ
か
っ
て
き
た
な
ら
ば
、
次
に
は
例
え
ば
、
辻
子
と
か
突
抜
と
か
の
い
わ
ば
虫
食
い
状
に
正
方
形
街
区
を
乱
し
て
き
た
街
路
部
分

を
消
し
て
み
る
な
ど
と
い
っ
た
試
み
が
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
い
う
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
正
期
に
は
手
を
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
「
正
方
形
街
区
」
の
広
が
り
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
、
一
層
原
形
に
近
く
復
原
で
き
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
。

三
九



四
〇

　
以
上
、
　
「
突
抜
」
は
「
つ
き
ぬ
く
」
と
い
う
営
為
が
街
路
名
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
名
を
持
っ
た
街
路
区
間
は
本
来
極
め
て
短
区
間

で
あ
る
こ
と
、
秀
吉
の
事
業
な
ど
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
、
秀
吉
の
事
業
と
無
関
係
で
あ
る
と
明
示
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
史
及
び
都

市
の
歴
史
地
理
を
誤
っ
て
編
む
危
険
を
一
つ
防
げ
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
得
た
と
考
え
る
の
で
、
欄
筆
し
た
い
。

④③②①註⑤⑦⑥

高
橋
康
夫
「
辻
子
1
そ
の
発
生
と
展
開
l
」
　
『
史
学
雑
誌
』
八
六
－
六
、
昭
和
五
十
二
年

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
　
中
井
家
旧
蔵
『
寛
永
後
、
万
治
前
　
洛
中
絵
図
』
　
臨
川
書
店
刊
本
。

川
上
貢
「
京
都
大
学
蔵
『
寛
永
後
万
治
前
　
洛
中
絵
図
』
解
題
」
、
同
右

拙
稿
「
京
都
の
辻
子
に
つ
い
て
」
、
藤
岡
謙
二
郎
編
『
現
代
都
市
の
諸
問
題
』
、
地
人
書
房
、
昭
和
四
十
一
年
、
所
収

拙
稿
「
辻
子
再
論
」
、
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
第
五
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
四
年
、
所
収

『
朝
日
新
聞
』
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
十
七
日
付
朝
刊
、
滋
賀
版

『
新
修
大
津
市
史
』
第
三
巻
「
近
世
前
期
」
、
昭
和
五
十
五
年
、
一
八
四
～
一
九
一
頁

藤
田
元
春
『
平
安
京
変
遷
史
』
、
す
ず
か
け
出
版
部
、
昭
和
五
年
目
が
、
早
い
時
期
に
こ
の
史
料
を
引
用
し
、
検
討
し
て
い
る
。

同
右
書
三
四
頁
。

〔
付
記
〕
奈
良
の
突
抜
の
史
料
入
手
に
つ
い
て
奈
良
女
子
大
学
戸
祭
由
美
黒
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
た
。
脱
稿
後
、
大
阪
府
茨
木
市
に
も
突
抜
が
あ
る
こ
と
を
、

学
院
大
学
の
金
田
章
裕
氏
が
教
示
さ
れ
た
。
ま
た
製
図
は
森
図
房
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。
記
し
て
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

追
手
門


